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参 加 会 議 Annual International Conference of the IEEE Engineering in Medicine and biology Society

出 張 期 間 2014 年 8 月 26 日〜8月 31 日開催場所

開 催 場 所 アメリカ合衆国 シカゴ

発 表 論 文 Detection of cup border points for glaucomatous disc analysis using constrained local model

Constrained local model を用いた緑内障性乳頭解析のための陥凹境界点の検出

概 要：

当国際会議は毎年開催され，生体医工学分野では世界最大規模の学会である。大きなテーマの一つとして

医用画像撮影法・画像解析があり，例年眼科領域における医用画像解析の分野で著名な先生が中心となり，

一連のセッションを設けている。そのため，当該分野における世界トップクラスの研究者が集う最大の国際

会議である。当国際会議に参加し，眼科画像解析分野における研究の最新動向を知り，自身の研究成果を発

表し，また関係者と意見交換・交流を行って会を盛り上げていくことは，当該研究分野の発展と自分の今後

の研究の発展に対して非常に意義が高い。今回は眼科画像解析に特に焦点を当てたセッションは口述セッ

ション 2 つ，ポスターセッション 1 つ，特別講演セッション 1 つの計 4 セッションあった。口述セッション

では，他の研究グループの研究の進展状況の情報などが得られた。ポスターセッションでは，各発表者から

内容について詳しい説明を受け，意見交換などを行い研究のヒントが得られた。受領者はポスター発表を行

い，参加者から質問や有用なご意見等を頂けた。今回の特別セッションは，直接画像処理に関する内容では

なく，低コスト眼底カメラの開発という観点から 4 名が講演後，30 分以上延長するほど活発なパネルセッ

ションが設けられ非常に興味深かった。どうすれば低コストで有効な検診が実現でき，病気の早期発見につ

ながるか，またそこに画像解析がどう貢献できるか議論され，研究から実際に世の中の役に立つ製品への展

開について改めて考えさせられた。そのほか医用画像処理に関する発表が多数あり，眼底画像に応用可能な

技術や手法について学ぶことができ，とても勉強になった。

〔国際会議発表〕

発 表 研 究者 九州大学大学院 工学府地球資源システム工学専攻博士後期課程 Or Chanmoly 2042101

参 加 会 議 The Greenhouse Gas Control Technologies conference (GHGT-12)

出 張 期 間 2014 年 10 月 4 日〜10 月 11 日

開 催 場 所 オースチン USA

発 表 論 文 Numerical Simulation of CO2 Gas Micro-bubble of Foamy Oil

CO2マイクロバブルを含むフォーミィオイルに関わる数値シミュレーション

概 要：

“International Conference on Greenhouse Gas Technology (GHGT)” は CO2などの温室効果ガスを制御す

るための科学技術，社会科学，経済，政策などの温暖化防止全般に関わる発表と議論を行う世界最大規模の

国際会議であり，2 年に一度開催されてきている。第 12 回目の 2014 年は，米国オースチン市で開催された。

とくに，米国テキサス州では CO2を利用した石油増進回収 (EOR) が実施されていることから，私が発表し

た EOR セッションは注目度が高いセッションであった。私の発表テーマは，CO2マイクロバブルを含む重質

油フォーミィオイルの数値シミュレーションに関するものである。CO2のマイクロバブルを原油中に発泡させ

て重質油層からの油生産を行う手法について論文提出とオーラルによる講演を実施した。講演では，PVT試

験において得られた CO2圧入・溶解後のコア試料の CO2溶解量および減圧に対する重質原油の発泡状態の実

験結果を数値モデル化し，擬似的な反応によってそのガス溶解度，見掛け密度および見掛け粘度を段階的に

変化する数値モデルを完成させ，油層シミュレータ STARS を用いたハフ-パフ法による油生産の数値シミュ

レーションについての説明を行った。砂岩コアを用いた排油実験結果のヒストリマッチングを行い，実験結

果と一致することで数値モデルの妥当性を示し，その後，典型的な重質油層にアップスケールし，ハフ・パ

フ法による生産特性に関する数値シミュレーションにより，初期油飽和度が高いほど，また CO2ガス溶解領

域が拡大するほど油生産レートおよび油回収率が高まる結果を提示した。この発表では，実験と石油フィー

ルドの生産予測までの一連の結果により，重質油に対するCO2-EOR手法を示したことが評価された。
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